
 

国際環境 NGO FoE Japan
www.FoEJapan.org/news/wssd.html 

 J-EQUITY 
持続可能で公平な世界を目指すニュースマガジン  

v o l .2 0 0 2

08 Johannesburg 

02Sep 

J-EQUITY は E メール配信サービスも行っています。読者登録は WEB サイトから。 www.foejapan.org/news/wssd.htm l  

 

 
 
 

 

問合せは FoE Japan プレス担当 中澤 健一まで  
現地携帯: +27-72-4015401 
Email: nakazawa@foejapan.org 

残されたエネルギー

　９月１日は午後から翌日4時まで各国閣僚とごく限
られた政府交渉担当者のみの非公式交渉が続けられ、
エネルギー、リプロダクティブヘルスを除くほぼすべ
ての世界実施文書文面に合意した。エネルギーは無目
標値、先進化石燃料技術移転を柱とした途上国案、そ
れに再生可能エネルギー目標を加えたＥＵの2提案だ
が、日米イランによる調停案作りが進んでいる。エネ
ルギーは目標値を持たないとする日米の姿勢により実
施文書交渉最後までもつれこむこととなった。エネル
ギー部分の交渉は2日朝11時より再開される。

ＭＥＡ vs ＷＴＯ
　環境条約（ＭＥＡ）とＷＴＯに代表される貿易協定
との優位性を決定するパラグラフの交渉が１日の閣僚
会合で、最も大きな争点となった。この日の交渉の結
果によっては、今後の環境条約交渉の内容が、ＷＴＯ
ルールに合致することを示さなければならなくなると
いう意味で、極めて重要な話し合いであった。
　交渉は難航を極めた。しかし、ノルウェーが「ＷＴ
Ｏとの一貫性を確保し」というＷＴＯに優位性を与え
てしまう表現の削除を要求。そして、ツバルとエチオ
ピアが印象的なスピーチを行ったことでＧ７７が態度
の転換をした。これにより、一旦合意されたパラグラ
フが再交渉となり、この表現は削除、合意に至った。
　ＮＧＯはＭＥＡがＷＴＯルールに従属してはならな
いと訴えてきた。この合意によって、最悪の事態は免
れたといえるが、貿易の章全体を見ると、ＷＴＯに関
する言及やドーハ宣言からの引用がちりばめられてお
り、まるで貿易協定そのもののような文章にまとまっ
てしまった。

企業責任の項目合意へ
　３１日夜に出されたアッシュテキストで、企業責任
の項目に大きな動きがでた。２９日でのコンタクトグ
ループではＥＵ、Ｇ７７、米国と３つの案が出された
後、しばらく沈黙を保っていたが、急遽妥協案が出さ
れた。３案をあわせたといわれる文書がでたが、これ
はＦｏＥが提案していた文面をほぼ取り入れたもので
あり、リオ原則への言及や、今後の企業責任に関する
取り決めの発展に含みを持たせる文言を盛り込んでい
た。
　しかし、日米が企業責任に関する国際的な制度作り
につながる文言に強く反対し続ける中、最終的に合意
されたものは、注釈として「既存の制度への適用に限
る」という文言が入ったことで、今後の企業責任への
取り組みを制約するものとなった。

アートアクション ： ＨＥＡＲ ＯＵＲ ＶＯＩＣＥ

　９月初めの日曜日。サミット開始から一週間がたった。こ
れまでのところ、持続可能な開発のためのサミットというの
は名ばかりで、何ら新しい合意がなされないままとなってい
る。
　そんなどんよりとした交渉と対照的に、朝から青空が広が
ったこの日、ＦｏＥインターナショナルは、世界の人々に企
業責任の必要性を訴えるアクションを、会議場のすぐ脇の広
場で行った。「アートアクション：ＨＥＡＲ ＯＵＲ ＶＯＩ
ＣＥ」との名前のとおり、地元南アのアーティストの指導に
より、地元の貧しい層の人々の手による６０００体もの人形
が広場を覆い尽くした。古紙を使った手漉きの人形は、一体
一体が異なる表情をしている。この人形達の真中に、くず鉄
で作られた高さ6ｍ、重さ6トンの巨人が仁王立ちをしている。

より入場を止められたようだ。事前に入場パスを取得済みのは
ずにもかかわらず。サミットには貧しい者は入るなということ
か。
　最終的には、入場を認められ、警察に付き添われて聖歌隊は
やってきた。「声無き私たちの声を伝えられるこのような場を
用意してくれて感謝します」
　南アでは自由化・民営化が進み、貧しいコミュニティでは、
電気が止められるなど、自由化に対する不満は極めて大きい。
貧しい人たちの声を封じ込めたまま、豪華な建物の中で一部の
人たちが、地球の将来を左右する協議をしている。パートナー
シップを謳い、持続可能な開発のためのサミットのはずが、自
国の経済を優先する先進国が自由化・グローバル化を推進しよ
うと、さながら貿易交渉の様相を呈している。
　巨人の前で、楽しそうにゴスペルを唄う彼らの声は、会議場
に集まった各国の代表に届くだろうか？

地球を手玉にとっ
ているこの巨人の
名は「コーポレー
ト・ジャイアント
」。世界を席巻す
る巨大な多国籍企
業を象徴したもの
だ。広場のあちこ
ちから、巨大企業
の影響をうけた人
たちの悲痛な叫び
が聞こえてくる。
この人形を製作し
てくれた地元コミ
ュニティから、ゴ
スペルの聖歌隊が
やってくるはずだ
が、時間になって
も来ていない。セ
キュリティゾーン
入り口で、警察に


